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要旨要旨要旨要旨    

日本語は擬音語・擬態語が豊富な言語であると言われる。擬音語・擬態語のうち、ABAB 型の単

語は一番数が多く、代表的である。筆者のように擬音語・擬態語が少ない言語を母語とする日本

語学習者にとっては理解しにくい。従来擬音語・擬態語は副詞だと言われている。しかし、一部

の擬音語・擬態語は動詞と共起するが、副詞のあるものは助動詞と呼応する。この理由で副詞を

動詞、助動詞、名詞を基準にして〈副詞〉、擬音語、擬態語を三つに分けた。具体的にはサラサラ

を例として見てみよう。 

 

(1) 間もなく、水はサラサラサラサラサラサラサラサラ鳴り、天井の波はいよいよ青いほのおを上げ、やまなしは横になっ

て木の枝に引っかかって止まり、その上には、月光のにじがもかもか集まりました。(国語 六下 

希望,2006,小) 

(2) マツが生きていた頃はきれいに櫛が入れられ、さらさらさらさらさらさらさらさら輝いていた髪も、艶が失せ、無造

作に両耳の後ろで束ねられていた。(文芸ポスト, 2005, 文学／芸術) 

(3) 私どもは、日米間の互譲精神、しかも、日米間の両国の関係がまずくなってはいけないと

いう基本的な考えがございまして、従属的とか、そういうような考えはさらさらさらさらさらさらさらさら持っておりませ

ん。(国会会議録,1979,常任委員会) 

 

例(1)では、サラサラは動詞「鳴る」を修飾しているため、サラサラは擬音語だと考えてよいだ

ろう。例(2)では、サラサラは動詞「輝く」と共起し、髪の状態を表している。また、「輝く」は

音を要求しないため、サラサラは擬態語だと考えられる。例(3)ではサラサラの後ろに動詞「持つ」

が後続しているが、サラサラと「持つ」は文法上は関係ない。サラサラは程度副詞「少しも、全

然」と置き換え、「そういうような考えは全然持っておりません」とも、「そういうような考えは

少しも持っておりません」ともいえる。サラサラという単語は「持つ」という動詞の後ろに現わ

れる否定の助動詞と呼応している。「持つ」という動詞を削除して、「そのような考えはさらさら

ありません」という文にしても、文の全体から見れば不自然なところはない。要するに、(3)のサ

ラサラは原則として否定形ともに使われる場合の程度副詞と同じ用法を持っている。このような

場合、(3)のサラサラを擬音語でも擬態語でもなく、〈副詞〉だと考える。 

もちろん、擬音語・擬態語の中でスカスカのような動詞と共起しない語もあるが、サラサラ、ゴ

ロゴロのように動詞と共起する語が多く存在する。それで、共起する動詞の種類が似ている擬音

語・擬態語は宮島(1972)の動詞の動作・作用を参照しながら、回転運動、上下運動、空間運動、

感情と感覚 5種類に分類した。具体的には回転運動を例として見てみよう。 

 

(4) いろんな思いが彼女の頭の中でぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるとまわっていることがわかっていたので、僕も口を

はさまずにそのとなりを黙って歩いた。(村上春樹著 『ノルウェイの森』, 1987, 91.4) 

(5) 先生の奥さまは歩きながら、白いパラソルをクルクルクルクルクルクルクルクルと回している。(出久根達郎著 『養生

のお手本』, 2005, 914)  

(6) 機体は大揺れに揺れ、わたしたちも機体の一方の側からもう一方の側へゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロゴロと転がるあ

りさまだった。 (アン・モロー・リンドバーグ著;中村妙子訳 『翼よ、北に』, 2002, 289) 
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(7) コロコロコロコロコロコロコロコロ転がった玉はようやくその動きを止める。(あかほりさとる著 『Maze☆爆熱時空』, 

1995, 91.4) 

 

例(4)、(5)、(6)、(7)ではグルグル、クルクル、ゴロゴロ、コロコロ四つの擬音語・擬態語はそ

れぞれ共起する動詞「まわる、回す、転がる、転がる」である。これら四つの動詞はいずれも回

転運動を表している。学習者が同じ動作・作用を表す動詞と一緒に擬音語・擬態語を習得すれば、

理解しやすくなるだろう。 

次に、擬音語・擬態語の語頭が無声阻害音/p,t,s,k/と有声阻害音/b,d,z,g/の単語を両唇破裂

音/p,b/、歯茎破裂音/t,d/、軟口蓋破裂音/k,g/と歯茎摩擦音/s,z/四つのグループに分けた。文

の中で擬音語・擬態語と共起する動詞あるいは名詞から判断して、以下のようにまとめた。��が

/p,b/、��が/k/の単語は上下、左右あるいは不確定の方向に向けて動き、��が/t/の単語は「叩く、

当たる」の意味を持つ。��が/t,d/、��が/r,k/の単語は液状の物を修飾する。��が/k,g/、��が不

確定の単語は浜野(2014)が「硬質の表面に当たる音や様子」に関連すると示している。��が/s/、

��が/r/の単語は滑らか、順調に進む意味を表す。��/s,z/、��が不確定の単語は液体の物を描写

する。今回の研究により、学習者が知らない擬音語・擬態語と出会っても、音象徴の特徴の概要

が推測できるようになれば幸いである。 
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